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人口：12月１日現在 9,246人（前月比＋25人）男4,595人、女4,651人、3,550世帯 

国税電子申告・納税システム……………２ 
除雪にご協力をお願いします……………４ 
少年の主張長野県大会の報告……………６ 
公共下水道に加入しましょう……………７ 

白馬村財政報告⑯…………………………９ 
カメラスポット……………………………11 
民生児童委員の紹介………………………13 
図書館だより………………………………15

白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園 白馬の里にひと集い　くらし健やか　むらごと自然公園 

1212

村内のスキー場は標高の高いゲレンデで11月下旬から滑走が可能となりました。 
麓まで滑走できるような降雪が望まれます。 



 

              

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、
申
請
・
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

 

②
A
T
M
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を
利
用
し

て
納
税
が
で
き
ま
す
。

 

③
ほ
か
に
も

　
１.

還
付
申
告
に
つ
い
て
、
処
理
期
間
を
６
週
間
程
度

か
ら
３
週
間
程
度
に
短
縮
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
２.

税
理
士
が
税
務
書
類
を
作
成
し
、
納
税
者
に
代
わ

っ
て
送
信
す
る
場
合
に
は
、
納
税
者
本
人
の
電
子
署

名
を
省
略
で
き
ま
す
。

 

　
３.

給
与
な
ど
の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
に
つ
い
て
は
、

送
信
時
は
利
用
者
識
別
番
号
、
暗
証
番
号
の
み
と
し
、

電
子
署
名
は
要
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
４.

電
子
申
請
等
し
た
事
実
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

電
子
申
請
等
証
明
書
に
よ
り
証
明
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
平
成
20
年
１
月
か
ら
適
用
）

 

④
さ
ら
に
個
人
の
方
に
は

　
１.

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.nta.g

o.jp

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
ｅ
―

T
a
x
用
の
申
告
デ
ー
タ
が
作
成
で
き
、

作
成
し
た
デ
ー
タ
か
ら
直
接
電
子
申
告
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
基

づ
く
電
子
証
明
書
」
を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

　 　
２.

電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
際
、
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
併

せ
て
送
信
し
た
場
合
に
、
所
得
税
か
ら
5,
0
0
0

円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
を
控
除
（
平

成
19
年
分
又
は
平
成
20
年
分
の
い
ず
れ
か
１
回
）

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
３.

平
成
19
年
分
以
後
の
所
得
税
の
電
子
申
告
に
お
い

て
は
、
医
療
費
の
領
収
書
や
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
一
定
の
第
三
者
作
成
書
類
の
添
付
を
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
平
成
20
年
１
月
か

ら
適
用
）。

 

※
ｅ
―

T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ
く
前
に
、
事
前
に
電

子
証
明
書
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
IC
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ご
用
意
い
た
だ
く
（
電
子
証

明
が
IC
カ
ー
ド
で
発
行
さ
れ
る
場
合
）
な
ど
準
備

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

※
確
定
申
告
期
間
中
は
、
白
馬
村
役
場
申
告
会
場
で

も
ｅ
―

T
a
x
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

＊
ｅ
―

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　http

：//w
w

w
.e -Tax.nta.g

o.jp

ま
た
は 

＊
大
町
税
務
署
　
T
E
L
　

2
2
―

0
4
1
0 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

e―Taxご利用の流れ 

　
ｅ
―

T
a
x（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）〔
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
〕
を

利
用
し
て
申
告
・
納
税
し
て
は
い
か

が
で
す
か
？
　
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
な
ら

こ
ん
な
こ
と
が
大
変
便
利
で
す
！ 
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所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を 

引
き
き
れ
な
か
っ
た
方 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
た
だ
、
平
成
20
年
度
分
か
ら
28
年
度
分
ま
で
の
住
民
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で

に
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
「
市
町
村
民
税
道
府
県
税
　
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
、
さ
れ
な
い
方
に
よ
り
提
出
先
が
変
わ
り
ま
す
。 

　
○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
…
所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
へ
提
出 

　
○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方
…
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
市
町
村
へ
提
出 

 

平
成
19
年
中
の
所
得
が
減
少
し
、
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
に
対
す
る
減
額
措
置 

　
税
源
移
譲
に
よ
り
多
く
の
方
は
所
得
税
が
減
少
し
、
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年
分

の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
る
方
は
、
所

得
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増

加
の
影
響
の
み
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
つ
い
て
は
、
既
に
納
付
済
み
の
平
成
19

年
度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還
付
し
ま
す
。 

　
所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
に
お
住
ま
い

の
市
町
村
（
平
成
19
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
た
市
町
村
）
へ
減
額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
他
の
市
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方
は
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
期
間
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で
で
す
。 

　
身
近
で
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
国
（
所
得
税
）

か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ
「
税
源
移
譲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
所
得
税
・
住
民
税
間
に
お
い
て
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。 

　
い
ず
れ
も
、
ご
自
分
で
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
期
間
・
申
告
先
等
十
分
ご
確
認
の
う
え
該

当
さ
れ
る
場
合
は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
課
税
所
得
金
額
と
は
、
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
等
（
給
与
所
得
は

給
与
所
得
控
除
）
と
所
得
控
除
を

差
し
引
い
た
後
の
金
額
で
す
。 

※
人
的
控
除
額
と
は
、
基
礎
控
除
・

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
、

人
に
着
目
し
た
所
得
控
除
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。 

※
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

や
海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20
年

１
月
１
日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
こ
の
経
過
措

置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。 

※
人
的
控
除
（
基
礎
控
除
・
配
偶
者

控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
）
以
外
の

寄
付
金
控
除
額
の
増
加
や
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ
て
所
得

税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

詳
し
く
は
、 

＊
役
場
税
務
課
 

 
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
 

（
内
線
1
5
1
） 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

〜
平
成
19
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
り 

　
所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
〜 

申
告
が
必
要
で
す 

 

① 

平成19年度住民税の 
課税所得金額 

（申告分離課税分を除く。） 

所得税と住民税の 
人的控除額の差の合計額 

平成20年度住民税の 
課税所得金額 

（申告分離課税を含む。） 

　所得税と住民税の 
人的控除額の差の合計額 

『具体的に対象となる方』 

①と②のいずれにも該当する方 

≦ 

＞ 

② 
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白
馬
村
例
規
集
を
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
 

WASH
WASH

  

　
年
末
は
村
外
車
が
増
加
し
、
積
雪
や

凍
結
等
道
路
環
境
の
悪
化
が
加
わ
り
、

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
。
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
飲

酒
運
転
や
飲
酒
運
転
者
に
車
両
及
び
酒

類
の
提
供
者
（
教
唆
犯
）
等
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
期
　
　
　
間 

　
平
成
19
年
12
月
11
日
か
ら 

　
平
成
19
年
12
月
31
日
ま
で 

 

○
運
動
の
重
点 

・
飲
酒
運
転
の
根
絶 

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底 

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止 

年
末
の
交
通
安
全
運
動
 

広
報
は
く
ば
11
月
号
に
つ
い
て
訂
正
と
お
詫
び 

　
広
報
は
く
ば
11
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
訂
正
箇
所 

　（
誤
）
自
治
功
労 

　（
正
）
技
能
功
労 

　
　
　
　

太
田
　
興
昌
　
様 

　
　
　
　

丸
山
　
　
清
　
様 

　
　
　
　

横
川
　
岩
夫
　
様 

            

①
路
上
駐
車
の
禁
止 

　
除
雪
作
業
は
早
朝
ま
た
は
夜
間
か
ら
行

い
ま
す
。
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
へ
の
駐

車
は
お
止
め
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

②
歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の 

　
積
み
上
げ
の
禁
止 

　
除
雪
済
み
の
道
路
や
無
散
水
消
雪
施
設

の
あ
る
道
路
へ
自
宅
敷
地
の
雪
を
投
げ
出

す
方
が
い
ま
す
が
大
変
危
険
で
す
。
通
行

中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
歩
行
者
に
飛
び

込
ん
だ
り
、
そ
の
場
を
避
け
て
道
路
中
央

に
出
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事
故
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
雪

を
投
げ
出
し
た
ご
本
人
の
責
任
問
題
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
道
路
へ
雪
を
投
げ
出

す
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。 

 

 

③
屋
根
雪
の
落
下
防
止
・ 

　
落
雪
注
意
看
板
の
掲
出 

　
屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合
に
は

速
や
か
に
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
万
一
雪
の
落
下
時
に
歩
行
者
が
あ
っ

た
場
合
に
は
大
変
危
険
で
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
注
意
を
喚
起
す
る
看
板
を
立
て
る

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

④
支
障
木
の
伐
採 

　
除
雪
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
道
路
上

に
伸
び
た
木
の
枝
は
切
ら
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

⑤
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
撤
去
禁
止 

　
路
上
に
立
て
て
あ
る
竹
ポ
ー
ル
は
除
雪

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
の

で
、
引
き
抜
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

⑥
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て 

　
原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
間
に
合
う
よ
う
に
実
施
し
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑦
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て 

　
ご
自
宅
の
敷
地
内
の
雪
を
他
の
お
宅
の

敷
地
に
無
断
で
排
雪
し
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
の

雪
に
つ
い
て
は
む
や
み
に
他
の
敷
地
に
排

雪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
他
の
敷
地
に
排
雪
さ

れ
る
場
合
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
処
理
し

て
下
さ
い
。 

 

お
わ
り
に 

　
除
雪
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
に

は
完
了
し
て
い
る
よ
う
早
朝
も
し
く
は
深

夜
か
ら
開
始
す
る
厳
し
い
業
務
で
あ
り
、

除
雪
業
務
従
事
者
は
自
ら
の
生
活
を
犠
牲

に
し
て
い
つ
降
る
や
も
分
か
ら
ぬ
降
雪
に

日
夜
備
え
て
い
ま
す
。 

　
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
安
全
で
よ
り
効
率
的

な
除
雪
作
業
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
皆
様
に
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

除
雪
作
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
建
設
課 

　
本
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
極
端
な
天
候
が
続
い
て
お
り
、
本
年
度
の
降
雪
量
に
つ

き
ま
し
て
も
予
想
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な

気
象
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
除
雪
体
制
の
構
築
を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め

に
は
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
次
の
点
に
つ
い

て
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
、
ご
配
慮
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 
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白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
白
馬
村

の
各
種
条
例
・
規
則
な
ど
の
例
規
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
情
報
公
開
や
資
料
」

の
中
よ
り
、「
白
馬
村
例
規
集
」
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
り
、
例
規
検
索
画
面
が
表
示
さ
れ
ま

す
。「
財
務
」「
教
育
」
な
ど
分
野
別
に
例
規
を

検
索
す
る
場
合
は
目
次
検
索
を
、
50
音
の
読
み

か
ら
検
索
す
る
場
合
は
五
十
音
検
索
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

　
例
規
集
は
白
馬
村
の
行
政
事
務
を
行
う
う
え

で
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

白
馬
村
例
規
集
U
R
L 

http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/reiki/

reiki.htm
l 

 

○
申
請
書
の
様
式
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
様
式
の
参
考
資
料
で

す
。
こ
の
様
式
を
印
刷
し
て
実
際
の
申
請
や

手
続
に
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

○
例
規
は
必
要
に
応
じ
て
改
正
し
ま
す
の
で
、

こ
の
例
規
集
が
改
正
内
容
に
あ
わ
せ
て
修
正

さ
れ
る
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
内
容

が
既
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
最
新
版
の
例
規
に
つ
い
て
は
、
必
ず
白

馬
村
役
場
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課 

白
馬
村
例
規
集
を

白
馬
村
例
規
集
を
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
 

白
馬
村
例
規
集
を
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
 

    

　
現
在
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
注
意
報
」
が
長
野
県
内
に
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
例
年
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
冬
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
食
中
毒
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
「
感
染
性
胃
腸
炎
」
の
患
者
が
急
増
す
る
と
、

そ
の
１
〜
２
週
間
後
に
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に 

 

①
手
を
良
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

　
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
の
前
や
食
事
の
前
に
も
。 

②
加
熱
調
理
す
る
料
理
は
、
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。 

③
患
者
さ
ん
の
吐
物
な
ど
を
処
理
を
す
る
と
き
は
、
使
い
捨
て
の
手
袋
を
使
う
な
ど
、

汚
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

【
食
品
を
取
扱
う
営
業
者
の
方
へ
】 

　
下
痢
や
発
熱
と
い
っ
た
症
状
の
あ
る
方
は
、
調
理
に
従
事
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト 

○
石
鹸
を
使
い
、
よ
く
泡
立
て
て
、
手
と
手
を
良
く
こ
す
り
合
わ
せ
、
最
後
に
流
水
で

十
分
に
す
す
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

○
水
道
の
カ
ラ
ン
も
手
と
一
緒
に
石
鹸
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
発
生
要
因
と
症
状 

 

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
主
に
①
手
を
良
く
洗
わ
ず
に
調
理
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
、
②
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
蓄
積
し
た
二
枚
貝
（
カ

キ
、
ア
サ
リ
な
ど
）
を
「
生
」
や
「
加
熱
不
足
」
で
食
べ
る
事
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。 

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
な
る
と
、
下
痢
、
お
う
吐
や
発
熱
と
い
っ
た
胃
腸
炎
症
状

が
現
れ
ま
す
。
も
し
、
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
大
町
保
健
所
　
食
品
・
生
活
衛
生
課 

　
白
馬
村
役
場
　
住
民
課
環
境
衛
生
係 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

油
漏
れ
事
故
の
 

防
止
に
つ
い
て
 

      

　
こ
れ
か
ら
冬
期
に
な
り
ま
す
と
例

年
、
家
庭
用
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
灯
油

を
給
油
す
る
際
に
不
注
意
か
ら
灯
油

が
漏
れ
出
し
河
川
や
水
路
に
流
入
す

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
給
油

の
際
に
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
、

灯
油
を
こ
ぼ
し
た
り
流
れ
出
し
た
り

し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。 

　
ま
た
、
屋
根
雪
が
落
ち
て
灯
油
タ

ン
ク
の
配
管
が
破
損
し
、
そ
こ
か
ら

灯
油
が
漏
れ
出
す
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
灯
油
タ
ン
ク
の
周

り
を
点
検
し
て
油
漏
れ
が
な
い
か
確

認
し
て
下
さ
い
。 

　
も
し
、
灯
油
等
が
漏
れ
出
し
て
付

近
の
河
川
や
水
路
に
流
入
し
て
い
る

の
を
発
見
し
た
ら
、
至
急
消
防
署
か

役
場
に
連
絡
し
て
指
示
に
従
っ
て
下

さ
い
。
通
報
が
遅
れ
る
と
ど
ん
ど
ん

下
流
ま
で
油
が
広
が
り
回
収
が
困
難

に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署
　 

　
白
馬
村
役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係 

 

WASH
WASH

WASH
WASH
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公共下
水道に加入しましょう

　
私
に
は
、
障
害
の
あ
る
妹
が
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
「
障
害
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

ど
ん
な
事
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
障
害
に
は
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
言
語

障
害
、
手
足
な
ど
の
不
自
由
の
ほ
か
、
内
臓
機

能
障
害
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
も
含
ま
れ
ま

す
。
私
の
妹
は
、
こ
れ
ら
の
内
の
、
知
的
障
害

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
自
閉
症
と
い
う
発
達

障
害
も
あ
り
ま
す
。 

　
1
9
9
4
年
６
月
14
日
に
池
田
の
安
曇
病
院

で
、
妹
の
眞
鍋
美
鈴
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
は

当
時
２
歳
で
、
妹
が
で
き
た
事
が
と
て
も
嬉
し

く
て
、
早
く
帰
っ
て
こ
な
い
か
な
と
、
心
待
ち

に
し
て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
妹

が
家
に
帰
っ
て
来
て
私
は
、
毎
日
妹
の
隣
で
一

緒
に
寝
た
り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
し
て
あ
げ
ま

し
た
。
早
く
一
緒
に
遊
び
た
い
と
心
か
ら
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
父
が
「
も

し
も
、
み
い
ち
ゃ
ん
が
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た

ら
ど
う
す
る
」
と
聞
か
れ
て
私
は
迷
わ
ず
「
助

け
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
な
ぜ

父
が
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
家
族
の
中
に
、
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
人
が

い
る
の
は
、
何
も
私
の
家
族
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
先
天
的
な
障
害
、
疾
病
の
後
遺
症
、
事
故

の
後
遺
症
な
ど
障
害
発
生
の
原
因
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。 

　
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
に
暮
ら

し
て
い
く
の
は
難
し
く
誰
か
の
手
を
借
り
な
く

て
は
、
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
で
も
障
害
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
不
幸
だ
と
も
思
い

ま
せ
ん
。 

　
私
の
妹
は
、
私
を
含
め
、
ま
わ
り
の
人
を
和

ま
せ
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
不
思
議
で
す

が
、
ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
に
、
私
も
ピ
リ
ピ
リ
し

て
い
た
感
情
が
治
ま
り
、
な
ぜ
か
ニ
コ
ニ
コ
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
出
来
な
い
事
の
ほ
う
が

多
い
で
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
手
伝
っ
て
あ
げ
る

と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
出
来

な
い
こ
と
を
認
め
て
出
来
る
こ
と
を
ほ
め
て
あ

げ
る
。
ほ
ん
の
少
し
の
事
で
す
が
妹
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
大
切
な
事
の
様
で
す
。 

　
で
も
家
族
の
私
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
何
が
言
い
た

い
の
か
、
伝
え
た
い
の
か
、
全
く
理
解
で
き
な

い
時
も
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
、
妹
は
13
歳
の
中
学
１
年
生
で
す
。
で

も
私
と
同
じ
白
馬
中
学
校
に
は
通
っ
て
い
ま
せ

ん
。
妹
は
池
田
町
会
染
に
あ
る
、
安
曇
養
護
学

校
の
中
学
部
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
私
は
時
々

「
美
鈴
は
、
テ
ス
ト
も
勉
強
も
な
く
て
い
い
な

ー
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
母
に

言
う
と
「
美
鈴
は
、
生
き
て
い
る
だ
け
で
日
々

勉
強
な
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
何
で
生

き
て
い
る
だ
け
で
勉
強
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
こ
の
頃
少
し
わ
か
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
学
校
へ
行
っ
た
り
、
私
や

家
族
と
話
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
妹
は
い
ろ
ん
な
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
健
常
者
に
と
っ
て

は
、
な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
事
だ
し
、
ご
く
普

通
の
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
我
家
で
は
、

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
事
で
も
、
出
来
た
と
い
う
事

を
家
族
で
一
緒
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
一

つ
一
つ
が
妹
に
と
っ
て
は
勉
強
な
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
将
来
妹
の
よ
う
な

子
の
手
助
け
を
す
る
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い

で
す
。 

　
妹
も
多
く
の
人
の
力
を
借
り
て
成
長
し
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
学
校
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
友
達
、
保

健
婦
さ
ん
、
地
域
の
人
、
本
当
に
多
く
の
方
々

に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人

た
ち
の
お
か
げ
で
、
あ
の
素
敵
な
笑
顔
が
で
き

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
私
も
、
そ
ん
な
素
敵
な
笑
顔
を
増
や
す
た
め

に
も
福
祉
の
こ
と
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
小

さ
な
力
を
大
き
な
希
望
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

９
月
14
日（
金
）飯
田
市
立
竜
峡
中
学
校
に
て
、
平
成
19
年
度
「
少
年
の
主
張
　
長
野
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
29
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
に
は
約
2
千
名
が
応
募
し
、
選
考
を
経
て
推
薦
さ
れ
た
11
名
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
白
馬
中
学
校
３
年
　

眞
鍋
静
香
　

さ
ん
の
作
品
「
素
敵
な
笑
顔
」
が
最
高
の
賞
で
あ
る
長
野
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

素
　
敵
　
な
　
笑
　
顔
　
長
野
県
知
事
賞
受
賞
作
品 

 

平
成
19
年
度
　

少

年

の

主

張
　

長
野
県
大
会
の
報
告 

白
馬
村
立
白
馬
中
学
校
３
年

　
眞
　
鍋
　
静
　
香
　
さ
ん 
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大
北
地
域
で
は
、
平
成
19
年
中
（
11
月
30
日

現
在
）
に
火
災
に
よ
り
５
名
も
の
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
住
宅
か
ら
の
火
災

に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
気
の
取
扱
い
に
十
分

注
意
す
る
と
と
も
に
、
火
災
の
発
生
を
早
期
に

知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
万
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
今
お
住
ま
い
の
住

宅
に
つ
い
て
も
平
成
21
年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
設
置
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署 

T
E
L
　

7
2
―

0
1
1
9
  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の 

設
置
は
お
済
み
で
す
か
？ 

壁取付　煙式 

壁取付　ガス漏れ複合 

天井取付　煙式 

天井取付　熱式 

＊白馬村指定工事店一覧は、白馬村役場ホームページからもご覧いただけます。
　白馬村行政ホームページ（http://gyosei.hakuba.nagano.jp/） → くらし（水道・下水道）→排水設備指定工事店一覧
○お問い合わせ　役場上下水道課　電話７２―５０００

～下水道で快適な暮らし～
トイレの水洗化は３年以内に 浄化槽も変えましょう
汲み取り便所は、公共下水道が使用できるように
なった日から３年以内に水洗トイレに改造するこ
とが義務づけられています。また、公共下水道が
使用できる区域内では、水洗トイレにしないと家
屋の新築等はできません。

「ウチは浄化槽が付いてるから…」という方も、風呂・台所など
の汚水と同様に、できるだけ早く直接公共下水道に流すように
してください。浄化槽では、下水道の浄化システムのように万
全の処理や水質チェックは望めません。維持管理にかかる手間
と費用も、たいへん不経済といえます。

公共下
水道に加入しましょう公共下
水道に加入しましょう

5
工事が終わったら、５日以内に工事店
は村に工事完了届けを提出します。村
は検査を行い、合格すると検査済証票
を交付します。

工事の完了
6
公共下水道使用開始届を村に提出する
と、いよいよ下水道の使用開始です。
水洗トイレも使用できます。さわやか
な暮らしを肌で感じてください。

下水道利用開始

3
村から計画確認書が届くと、いよいよ
工事開始です。計画確認書は大切に保
管しましょう。

いよいよ工事

4
工事は１週間程で終わります。トイレ、
台所、風呂場などの排水口から、公共
マスまでの間に配水管を敷設します。
便槽や浄化槽は、し尿を汲み取って消
毒清掃した後、砂を埋めます。

工事がカンタンです

2
見積もりをよく確認

設計・見積書を作成してもらい内容を
検討し、村へ計画確認申請書を提出し
ます。工事店が代行します。村は、申
請の内容について審査をします。

1
排水設備工事の話がまとまったら、村
の指定工事店の中から依頼する工事店
を決めます。トイレの種類を決めるな
ど、詳しい打ち合わせをします。

まず、工事店を決めて
＊

下水道を利用するためには…
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今シーズンは下記のスキー大会が開催されます。みなさんのご声援をよろしくお願いします。

07～08 シーズン　スキー大会日程表

❄ 大会日程は変更になる場合がありますのでご了承下さい

競　技　日

１月20日（日）
１月26日（土）～27日（日）
１月27日（日）

１月28日（月）～30日（水）
２月22日（金）～24日（日）

２月３日（日）

２月12日（火）～14日（木）

２月17日（日）～19日（火）

２月23日（土）～26日（火）

中日杯争奪白馬少年スキー大会
アルペン
クロスカントリー
ジャンプ

ジャパンパラリンピック
アルペン
クロスカントリー

五竜とおみクロスカントリー大会

信毎杯争奪SAJ
B級白馬少年スキー大会（アルペン）

2008ワールドカップB
ノルディックコンバインド白馬大会

IPC障害者アルペンスキー
ワールドカップ2008ファイナル白馬大会

大会名（競技名） 会　　　場

白馬岩岳スキー場
白馬岩岳スキー場
白馬岩岳スキー場・八方ミディアムヒル

八方尾根スキー場
スノーハープ

スノーハープ

白馬岩岳スキー場

白馬ジャンプ競技場
スノーハープ

八方尾根スキー場

 

  

　
冬
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
伴
い
、

12
月
23
日（
日
）か
ら
３
月
30
日

（
日
）ま
で
は
毎
週
土
曜
日
と
第

４
日
曜
日
が
休
業
日
と
な
り
ま

す
。
第
４
以
外
の
日
曜
日
に
つ

い
て
は
受
入
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
受
入
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。 

　
ま
た
、
次
の
点
に
特
に
注
意

し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
搬
入
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

○
リ
サ
イ
ク
ル
物
は
決
め
ら
れ

た
回
収
日
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
冬
期
シ
ー
ズ
ン
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
る
よ
う
ご
み
の
分
別
を
き

ち
ん
と
行
っ
て
か
ら
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
産
業
廃
棄
物
・

粗
大
ご
み
は
処
理
で
き
ま
せ

ん
） 

○
個
人
の
方
で
集
積
場
の
あ
る

地
区
の
方
は
集
積
場
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴
を
開

け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
　

T
E
L
　

7
2
―

3
3
1
2

白
馬
山
麓
清
掃

白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
知
ら
せ 

白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

      

　
税
に
関
す
る
標
語
の

入
選
作
品
へ
の
賞
状
授

与
式
が
12
月
５
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
作
品
は
白
馬
中

学
校
３
年
生
８
名
の
作

品
で
す
。 

 

関
東
信
越
国
税
局
長
賞 

税
金
を
　
納
め
て
　
い
か
し
て
　
国
づ
く
り 

丸
山
　
茜 

大
町
税
務
署
長
賞 

脱
税
は
　
し
て
は
い
け
な
い
　
や
ら
せ
な
い 

太
田
雄
也 

北
安
曇
地
方
事
務
所
長
賞 

納
め
よ
う
　
未
来
の
日
本
と
　
暮
ら
し
の
た
め
に 

林
　
あ
す
み 

白
馬
村
長
賞 

今
の
税
金
　
未
来
の
笑
顔 

櫻
田
直
也 

 

税
金
を
　
納
め
て
守
ろ
う
　
暮
ら
し
と
人
を 

太
田
智
己 

 

税
金
は
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
に
　
生
き
て
い
る 

降
旗
由
香 

大
町
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞 

み
ん
な
で
見
つ
け
る
　
税
の
正
し
い
　
使
い
道 

嶺
村
勇
輔 

大
北
法
人
会
会
長
賞 

気
づ
こ
う
　
税
金
の
　
大
切
さ 

辻
本
千
晶 

中
学
生
の
 

税
に
関
す
る
標
語
 

入
賞
作
品
紹
介
 

「公債費負担適正化計画」について 
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白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

「公債費負担適正化計画」について 「公債費負担適正化計画」について 

◎計画の内容 

注　「実質公債費比率」は以下の４要素を借金とみなし、その負担度を数値化したものです。 
　　１. 起債償還（公債費）の負担 
　　２. 債務負担行為に対する負担 
　　３. 一部事務組合・広域連合の公債費に対する村負担 
　　４. 他会計の公債費負担に対する繰出金 

①数値目標（実質公債費比率は、３ヵ年平均を正式な数値としています。） 

・実質公債費比率は、単年度ベースでH22年度決算で18．0を下回り、以後２ポイントずつ下げていきます。 

・３ヵ年平均では、H23決算の出るH24年度に18．0をクリアします。 

②数値目標に向けた取組み 

・今後数年間は、年度の償還金に対し、新規の借入額をおおむね半分以下に抑えていきます。 

・過去の高金利の借入れを低利に借換え、負担軽減を図ります。 

・下水道事業の過去の借入れも負担軽減につとめ、一般会計の負担を極力増やさない努力をします。 

・新たな債務負担（将来にわたる負担の約束）の設定は原則行ないません。 

・村の事業はもちろん、一部事務組合や広域連合事業についても計画的執行に努め、急激な負担増を回避します。 

以上が主な内容です。 

村財政の大きな課題である借金負担の軽減に努めていくことを公に宣言したことになり、 

計画に沿った財政運営を目指します。 

実質公債費比率（単年度） 

実質公債費比率（単年度） 

実質公債費比率（３ヵ年平均） 

　９月号でお知らせしたとおり、白馬村の実質公債費比率は21．6％と、基準値の18．0％を大きく超えたため、「公債

費適正化計画」を策定し、計画に沿って数値の軽減を図ることとなりました。今回は、「公債費適正化計画」につい

て報告します。 

白馬村の実質公債費比率 

３ヵ年平均　21．6　　平成18年度単年度数値　21．2 
（財政健全度の基準（標準値）18．0以下） 

Ｈ１９ 

21.1 

21.6

Ｈ２０ 

21.3 

21.1

Ｈ２１ 

19.8 

21.2

Ｈ２２ 

17.0 

20.7

Ｈ２３ 

15.1 

19.4

Ｈ２４ 

12.9 

17.3

Ｈ２５ 

11.1 

15.0

（％） 

Ｈ１８ 

21.2 

18.5

　村内では盗難の約40％がスキー・スノーボード

用品です。スキー場のスキー置き場はもとより、

宿泊施設の乾燥室や玄関から盗む事例も毎年発生

しています。宿泊業を営んでいる方は不審者の侵

入に気をつけましょう。また、盗難により宿泊の

お客様の白馬での楽しい思い出を不快なものにし

ないためにも、充分に注意を促していただきます

ようお願いします。 

　日頃より村行政へのご協力に感謝申し上げます。 

　平素、特にお世話になっております各種行政委

員、区長、婦人会、各種団体の長、その他村内の

行政機関宛に、これまで「白馬村名」にて差し上

げておりました年賀状は、行政改革により取り止

めさせていただいております。なにとぞご理解を

賜りますようお願い申し上げます。 

スキー・スノーボードの 
盗難にご注意を!!

村内宛年賀状は 
失礼させていただきます 

白馬村財政報告⑯ 
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○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡下さい。 
○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。 

総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp　　somu@vill.hakuba.nagano.jp 登録状況（12月10日現在）

ゆずります 
 ・２段ベッド（マット・手すり付）［金額応相談］ 
・食器乾燥機［金額応相談］ 
・フォレスター純正アルミホイール付スタッドレスタイヤ［３万円］ 
　（BLIZZAK　MZ－03）〔215／60R16〕４本（１台分）（ホイール錆有り）（夏季は室内保管）

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。24時間皆さんの声を受け付けています。 

白馬村公式ホームページから 
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/soncyo/form.html

村長室直通FAX 
0261―72―4899

役場FAX 
0261―72―7001

ゆずってください 
 現在登録はありません 

落　札　者 

場　　　所 

入　札　日 

落札決定額 

工　事　名 
平成19年度　地方道路整備
臨時交付金　道路改良工事

（株）白馬三津野

（株）大糸〔辞退〕

姫川建設（株）

（株）落田

（株）白馬三津野 

（株）宮尾建設 

白馬村大字神城字五竜４工区（村道2026号線）

（有）吉田建設 

￥22,050,000（消費税含む）

入札参加者 

平成19年度 
村単　道路改良工事

平成19年11月８日

（株）落田

白馬村大字北城字野平１工区（村道0207号線）

￥12,075,000（消費税含む）

平成19年11月８日

平成19年度 
村単　道路改良工事

（有）東和

白馬村大字北城字落倉（村道3092号線）

（有）東和 

（有）塩島組 

（有）平瀬工業 

白馬ソイル工業（株） 

白馬陸運（株） 

（有）ダイトー工業 

￥2,205,000（消費税含む） 

平成19年11月７日 

平成19年度 
村単　道路改良工事

（有）タクミライズ

白馬村大字北城字落倉（村道3093号線）

（有）東和 

（有）塩島組 

（有）平瀬工業 

白馬ソイル工業（株） 

白馬陸運（株） 

（有）ダイトー工業 

￥2,331,000（消費税含む）

平成19年11月７日

入札結果 

姫川建設（株） 

（株）落田 

（株）白馬三津野 

（株）宮尾建設 

（株）大糸〔辞退〕 

（有）吉田建設 

（有）東和 

（有）塩島組 

（有）平瀬工業 

白馬ソイル工業（株） 

白馬陸運（株） 

（有）ダイトー工業 

（有）田中建設 

（有）篠崎組 

（有）カイム 

（有）白馬造園 

（有）タクミライズ 

（株）太田造園 

（有）田中建設 

（有）篠崎組 

（有）カイム 

（有）白馬造園 

（有）タクミライズ 

（株）太田造園 

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？ 

    

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
大
北
地
域
で
は
生
息
数
が
少

な
か
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
も
多
く
な
り
、
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
被
害
防
止
の
た
め
の
捕
獲
対
策
は
猟
友
会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
猟
友
会
員
の
高
齢

化
と
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。（
大
北
地
区
猟
友
会
186
名
、
白
馬
村
支
部
は

15
名
） 

　
以
下
の
と
お
り
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
野
生
鳥
獣
の

保
護
お
よ
び
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会 

　
狩
猟
者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
し
、
狩
猟
免
許
試
験
の
準
備
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
日
　
程
　
平
成
20
年
２
月
16
日（
土
） 

　
会
　
場
　
松
本
合
同
庁
舎 

　
受
講
料
　
無
料
〔
テ
キ
ス
ト
（
2，
3
4
0
円
）
を
当
日
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
〕 

　
受
　
付
　
平
成
20
年
１
月
28
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
20
年
２
月
８
日（
金
）ま
で 

 

○
狩
猟
免
許
試
験 

　
日
　
程
　
平
成
20
年
２
月
23
日（
土
） 

　
会
　
場
　
松
本
合
同
庁
舎 

　
受
験
料
　
5，
3
0
0
円 

　
受
　
付
　
平
成
20
年
１
月
28
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
20
年
２
月
８
日（
金
）ま
で 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
安
曇
地
方
事
務
所
林
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
　

2
3
―

2
2
6
2 

　
役
場
観
光
農
政
課 

　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
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　し尿による山岳環境汚染を防ぐため、自己処理型
常流循環水洗トイレを役場庁舎北西側に試験的に設
置しています。 
　このトイレは、汚水を微生物や薬品で処理し洗浄
水として再利用するもので、水洗式のため臭気が少
なく、下水道も浄化槽も使わず外部への排水が全く
ないトイレです。 
　今回の実験では氷点下での微生物の働き具合など
を調べ、今後山小屋への導入を進める予定です。 

循環水洗トイレの 
導入に向けて 

　11月23日（金）にウイング21にて白馬雪恋祭が行われ、
村内スキー場合同の安全祈願神事も併せて執り行わ
れました。
　早くからの降雪によりスキー場の上部では11月下
旬より営業を開始しており、12月中旬～下旬にかけ、
村内の全スキー場が営業を開始する予定です。
　適度な雪量に恵まれ、事故のない安全なシーズン
になることを祈ります。

雪 恋 祭 り  

　北アルプス山麓ブランドの第２
回認定発表会が大町合同庁舎で行
われました。大北各市町村から全
22品が認定を受け、白馬村からは、
「白馬紫米、南京香稲、朝紫」と「ヤ
ギのチーズ」が認定を受けました。

北アルプス山麓ブランド認定品 
（第２回）が発表されました。 

   

　
今
後
、
団
塊
世
代
の
退
職
者
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
退
職
を
契
機
に
就
農
を
目
指

す
方
々
等
を
対
象
に
、
営
農
に
必
要
な
基
礎
的

知
識
や
技
術
・
情
報
習
得
の
機
会
を
設
け
、
担

い
手
の
高
齢
化
や
従
事
者
不
足
・
価
格
低
迷
等

に
よ
り
停
滞
し
て
い
る
大
北
地
域
農
業
生
産
の

一
翼
を
担
う
農
業
者
を
育
成
す
る
た
め
、
北
安

曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り

「
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。 

 

期
　
　
間
　
平
成
20
年
１
月
〜
３
月 

場
　
　
所
　
大
町
合
同
庁
舎
会
議
室
お
よ
び
現

地
圃
場
等 

対

象

者
　
会
社
等
を
退
職
し
、
次
の
品
目
で

近
々
一
定
規
模
以
上
の
就
農
を
目

指
す
大
北
地
域
在
住
者 

受
講
資
格
　
次
の
品
目
・
規
模
以
上
で
就
農
を

目
指
す
方
々
（
趣
味
や
家
庭
菜
園

程
度
の
農
業
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

　
①
野
菜
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
10
a
以
上 

　
　
　
　
　
ミ
ニ
・
中
玉
ト
マ
ト
（
ハ
ウ
ス
） 

　
　
　
　
　
３
a
以
上 

　
②
果
樹
　
り
ん
ご
30
a
以
上 

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
５
a
以
上 

　
③
水
稲
　
100
a
以
上 

 

申
し
込
み
　
平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）ま
で
に

北
安
曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
安
曇
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
T
E
L
　

2
3
―

6
5
4
3
　
F
A
X
　

2
3
―

0
7
0
6
 

 農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

開
催
の
お
知
ら
せ
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認
知
症
と
い
え
ば
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と

い
う
こ
と
ば
が
す
ぐ
に
浮
か
ん
で
く
る
ほ

ど
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の

こ
と
ば
、
と
こ
ろ
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
っ

て
何
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

　
実
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ア
ロ
イ

ス
・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
ド
イ
ツ
の

精
神
神
経
科
医
の
名
前
で
す
。
彼
は
、
神

経
病
理
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

彼
は
、
40
代
の
高
度
の
認
知
症
の
女
性
患

者
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
彼
女
が
51
歳
で

亡
く
な
っ
た
後
、
脳
を
詳
し
く
調
べ
る
機

会
を
得
た
の
で
す
。 

　
当
時
は
、
認
知
症
の
原
因
で
わ
か
っ
て

い
た
の
は
梅
毒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
よ

う
や
く
血
管
性
の
認
知
症
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
ば
か
り
で
し
た
が
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
博
士
は
、
患
者
の
脳
の
神

経
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
日
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
神
経
原
線

維
変
化
と
老
人
斑
を
発
見
し
た
の
で
す
。

彼
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
認
知
症

は
、
梅
毒
で
も
血
管
性
の
認
知
症
で
も
な

い
新
し
い
病
気
で
あ
る
と
し
て
1
9
0
6

年
に
学
会
発
表
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
様
の
症
例
の
報
告
が
相
次
ぎ
、
こ
の
よ

う
な
特
徴
を
も
つ
認
知
症
を
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
田

平
武
著
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
・
ワ
ク
チ
ン

よ
り
） 

　
今
や
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
高
齢
者

の
認
知
症
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
様
の
介
護
、
介
護
予
防
、
権
利
擁
護

な
ど
の
御
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　 

＊
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
役
場
庁
舎
内
） 

T
E
L
　（
直
通
）7
2
―

6
6
6
7

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
っ
て
何
？ 

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う 

     

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職
者
を
対
象
と
す
る

健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
石
綿
作
業
従
事

歴
の
あ
る
方
も
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
の
対
象
と
な
り
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で
決
ま

っ
た
時
期
に
、
健
康
診
断
を
６
ヵ
月
に
１
回
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

○
対
象
と
な
る
業
務
と
は 

　
石
綿
（
重
量
の
0.1
％
を
超
え
て
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
も
の
を
含
む
）
を
製
造
し
、

ま
た
は
取
り
扱
う
業
務
。
例
え
ば
以
下
の
業
務
が
あ
り
ま
す
。 

・
石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け
る
作
業 

・
石
綿
の
吹
付
け
作
業 

・
石
綿
が
吹
付
け
ら
れ
た
建
築
物
や
石
綿
製
品
が
被
覆
材
ま
た
は
建
材
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作
業 

・
石
綿
製
品
の
切
断
等
の
加
工
作
業 

 

○
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件
と
は
（
改
正
に
よ
り
②
・
③
が
追
加
） 

①
両
肺
野
に
石
綿
に
よ
る
不
整
形
陰
影
が
あ
り
、
ま
た
は
石
綿
に
よ
る
胸
膜
肥
厚
が
あ
る

こ
と 

②
下
記
の
作
業
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
た
方
（
た
だ
し
、
初
め
て
石
綿
の
粉
塵
に
ば
く

露
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
） 

・
石
綿
の
製
造
作
業 

・
石
綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
・
耐
火
被
覆
材
等
の
張
付
け
・
補
修
も
し
く
は
除
去

の
作
業 

・
石
綿
の
吹
付
け
の
作
業
ま
た
は
石
綿
が
吹
付
け
ら
れ
た
建
築
物
・
工
作
物
等
の
解
体
・

破
砕
等
の
作
業 

③
②
の
作
業
以
外
の
石
綿
の
取
り
扱
う
作
業
に
10
年
以
上
従
事
し
て
い
た
方 

 
※
対
象
者
は
石
綿
を
直
接
取
り
扱
う
作
業
に
継
続
し
て
従
事
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
長
野
労
働
局
安
全
衛
生
課
　
T
E
L
　

0
2
6
―

2
2
3
―

0
5
5
4 

　
大
町
労
働
基
準
監
督
署
　
T
E
L
　

2
2
―

2
0
0
1 

 

石
綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
要
件
の
改
正
に
つ
い
て 

長
野
労
働
局
・
大
町
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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氏　　　名 

伊藤　静江 

黒澤　濱江 

柏原　武幸 

横川満喜子 

江津　繁伸 

小林　高子 

太田　　修 

石田　美和 

矢口　　潔 

丸山　健二 

松本　和子 

松沢　　茂 

山田　俶夫 

伊藤　　直 

降籏　陽子 

塩嶋　次郎 

山岸　弘明 

吉沢　治代 

服部　卓也 

大塚　善弘 

太田なを美 

電 話 番 号  

75―2379

75―3050

75―2600

75―2742

75―2964

75―2521

72―7662

72―4325

72―3022

72―2462

72―2058

72―2766

72―3631

72―2037

72―4212

72―4423

72―2793

72―2291

72―6403

72―3780

75―3224

前　任　者 

再　　　任 

再　　　任 

再　　　任 

下川　徳子 

矢口　博一 

武田けさ子 

武田美智子 

熊捕　保男 

清沢　　徹 

丸山　　徹 

中村　一男 

伊藤　博美 

再　　　任 

再　　　任 

樋本　朝夫 

再　　　任 

再　　　任 

松澤　安子 

宇田尻良子 

再　　　任 

再　　　任 

　
大
北
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
地

域
住
民
の
方
々
が
抱
え
る
問
題
や
不
安
を

解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
支
援

を
目
的
に
、
各
社
協
が
行
っ
て
い
る
「
相

談
所
」
の
広
域
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。 

　「
ど
こ
で
も
・
気
軽
に
・
利
用
し
や
す

い
相
談
所
」
を
協
力
し
合
っ
て
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
お
守
り
い
た
し
ま
す
。 

大
北
地
域
心
配
ご
と
相
談
日
程
（
12

 

月
〜
1

 

月
） 

連絡先 開設日 時間 相談内容 場所 

松川村社協 
62―9000

池田町社協 
62―9544

八坂地域福祉センター 
26―2100

美麻地域福祉センター 
29―2341

大町市社協 
22―1501

八坂支所 

美麻総合福祉センター 

ゆうあい館 

やすらぎの郷 

ふれあいセンター 

大町市総合福祉センター 

法 律 相 談  

心配ごと相談 

司法書士相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

なんでも相談 

なんでも相談 

なんでも相談 

なんでも相談 

なんでも相談 

生活相談・人権擁護 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

15:00～17:00

13:00～16:00

13:00～15:00

13:00～16:00

13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:00

13:00～16:00

10:00～15:00

13:00～15:00

13:00～15:00

１月17日

１月21日

１月21日

１月28日

12月25日

１月22日

12月25日

１月25日

12月18日

１月８日

１月15日

１月22日

１月29日

１月９日

12月18日

１月22日 

白馬村社協 
72―7230

    

　
民
生
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
12
月
１
日
よ
り
新
た
に
21
名
の
委
員
が
着
任

さ
れ
、
12
月
３
日
に
村
長
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
21
名

の
う
ち
９
名
は
再
任
、
12
名
が
新
任
の
方
で
す
。
民
生
児
童
委
員
は
福
祉
分
野
に
お
け

る
地
域
住
民
の
相
談
役
、
行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
任
期
は
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。 

　
ま
た
、
11
月
30
日
で
退
任
さ
れ
た
方
々
に
は
、
長
い
間
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
、
厚

生
労
働
大
臣
と
長
野
県
知
事
か
ら
感
謝
状
、
村
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

民
生
児
童
委
員
の
紹
介 

民生児童委員　任期　平成19年12月1日～平成22年11月30日 

 

内山・佐野 

沢　　　渡 

三日市場・堀之内 

飯　田（南） 

飯　田（北） 

飯森（名鉄） 

深　　　空 

み そ ら 野 

瑞穂・エコーランド 

八　　　方 

和田野・山麓 

八　方　口 

白馬町（南） 

白馬町（北） 

大出・嶺方・蕨平 

森　　　上 

塩島・通・立の間・野平・青鬼 

新田・どんぐり 

切久保・落倉 

主任児童委員 

担 当 区 域  
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No.73

12月～1月保健ガイド  

予防接種 
月　日 接種の種類 受付期間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

12月19日（水）

１月10日（木）

１月23日（水）
１月24日（木）

三種混合

三種混合

麻しん風疹
BCG

1：15～２：15

1：15～２：15

1：15～２：15

1：15～２：15

初回２回　H19.２月生～７月生
追加18.12月までに初回３回目を接種した児
初回３回　H19.２月生～７月生
追加19.１月までに初回３回目を接種した児
H18年10月24生からH20年１月23生
H19年８月から10月生 

毎週金曜日 自由利用（南部保育園） ９：30～11：30

１月１日・２日・３日はお休みします 

12月24日・31日はお休みします 

12月28日～１月４日はお休みします 

９：30～12：00、13：30～16：00

13：30～16：00
自由利用 

毎週月曜日 
毎週火・水・木曜日 

毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎週木曜日 

１歳児の広場 
０歳児の広場 
２・３歳児の広場 

子育て支援ルーム 

９：30～12：00

毎週月曜日 育児相談 ９：30～12：00

歯科医院 大北一円（外科） 白馬・小谷村 曜日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

休日当番医 

しんたにクリニック 
白馬診療所 
白馬診療所 
小谷村診療所 
横沢医院 
栗田医院 
公済堂（北沢）医院 
しんたにクリニック 
横沢医院 
公済堂（北沢）医院 
白馬診療所 
小谷村診療所 
栗田医院 

みどりクリニック 
栗林医院 
　　　　― 
西森整形外科 
狩谷整形外科医院 
市立大町総合病院 
安曇総合病院 
栗林医院 
石曽根医院 
市立大町総合病院 
安曇総合病院 
狩谷整形外科医院 
みどりクリニック 

（日） 
（月） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（日） 
（日） 
（月） 
（日） 
（日） 

横澤歯科医院 
師岡歯科医院 
きらり歯科医院 
橘歯科医院 
丸山歯科クリニック 
宮下歯科医院 
岡江歯科医院 
砂田歯科医院 
竹内歯科医院 
武田歯科医院 
西澤歯科医院 
安曇病院口腔外科 
佐藤歯科医院 

大町市内（内科・小児科） 
伊東医院 
柿下クリニック 
　　　― 
遠藤内科医院 
松林医院 
加藤診療所 
菊地クリニック 
小野医院 
平林医院 
横沢内科医院 
新津内科医院 
伊東医院 
柿下クリニック 

月　日 
12月23日
12月24日
12月29日
12月30日
12月31日
１月１日
１月２日
１月３日
１月６日
１月13日
１月14日
１月20日
１月27日 

○スキー傷害診療
開設期間：平成19年12月15日（土）～平成20年４月６日（日）
開 設 日：土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）
受付時間：13時00分～17時00分
診療場所：しんたにクリニック
＊スキー傷害を対象としていますので、一般内科診療はご遠慮ください。

場所：ふれあいセンター等 健 診 等  
月　日 事業名 受付期間 対象になるお子さん 

12月17日（月）
12月20日（木）
１月16日（水）
１月17日（木）
１月22日（火）
１月23日（水）
１月28日（月） 

２ヶ月育児相談 
赤ちゃん健診 
すくすく広場 
赤ちゃん健診 
３才健診 

マタニティ教室① 
２ヶ月育児相談 

９：45～10：00

９：15～９：30

９：30～11：30

９：15～９：30

１：00～１：15

10：00～11：30

９：45～10：00

H19.10月生
H19.８月生および19年２月生

H19.９月生および19年３月生
H16.12月生から17年１月生
妊婦（夫）
H19.11月生 

※毎週月曜日に実施していた、ふれあいセンター開放日（育児相談日）は、 
　子育て支援ルーム（旧　中部保育所）にて実施しています。 
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平成19年12月 

図書館の 
おやすみ 

図書館の 
開館時間 

午
前
　
９
時
〜
12
時
 

昼
　
１
時
間
閉
館
 

おはなしの会 
毎月　第２土曜日　午前10：30から 
白馬村図書館　児童ルームにて開催中です。 

白馬村図書館 
TEL（72）―5200

・
月
曜
日
　
祝
日

・
館
内
整
理
休
館
日
　
毎
月
最
終
金
曜
日
（
12
月
28
日
）

・
年
末
年
始
　（
12
月
28
日
〜
１
月
３
日
）

・
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。  

午
後
　
1
時
〜
６
時
 

No.73No.73

■購入図書一覧（一般） 
請求記号 著　　者  
Fカ 
Fキ 
Fコ 
Fサ 
Fサ 
Fシ 
Fト 
Fナ 
Fナ 
Fハ 
Fフ 
Fミ 
Fミ 
Fモ 
Fモ 
Fモ 
Fヤ 
Fユ 
Fユ01 
Fユ02 
Fユ03 
148ナ 
291ニ 
292イ07 
292ベ07―2 
295カ07 
295ラ07―2 

 
312チ2 
 

411サ  
498ヒ 

594テ07―2 
599サ 
786ホ 
914ア 
914ウ 
914ク 
914ネ2 
Eア 
Fウ 
Fカ 
Fカ 
Fキ 
Fコ 
Fサ 
Fサ 
Fハ 
Fハ 
Fメ 
Fユ 
Fヨ3 
Fブ07 
210二 
210二 
210二 
472二 
626ナ 
918二14 
Fヒ 
 

 
予定日はジミー・ペイジ 
島の夜 
花水木 
逆髪 
捨てる神より拾う鬼 
追伸 
金尽剣法　―浮雲十四郎斬日記― 
あなたがここにいて欲しい 
この人と結婚するかも 
ちんぷんかん 
鯨の王 
きみはポラリス 
三国志　第６巻 
かってまま 
蜘蛛の糸は必ず切れる 
クレィドゥ・ザ・スカイ 
銀しゃり 
陰陽師　夜光杯ノ巻 
虹色の約束　前編　君が好き 
虹色の約束　中編　運命のいたずら 
虹色の約束　後編　永遠の誓い 
ユミリー風水セラピー　―88の幸福の鍵― 
日本大地図帳　10訂版 
インド　〔2007〕　―デリー　アグラ　コルカタ　ムンバイ　チュンナイ― 
ベトナム・アンコールワット　〔2007 ―２〕　―ホーチミン　フエ　ハノイ　シェムリアップ　プノンペン― 
カリブ海・カンクン・メキシコ　〔2007〕　―ジャマイカ　バハマ　キューバ― 
ラスベガス　〔2007 －２〕 
 
地図で読む世界情勢　第２部　これから世界はどうなるか 
 

実況解説！　インド式算術  
ササッとわかる「長生き人生」の優先順位　―みやすい・すぐわかる― 
手編み大好き！　’07 －’08AUTUMN＆WINTER　―1枚編んだら、やめられない― 
赤ちゃんの頭がよくなる遊び方・育て方BOOK　―０～５歳は伸びる力を育てるチャンス！― 
遭難者を救助せよ！　―富山県警山岳警備隊―極限の任務に立ち向かう男たち― 
つばさよつばさ 
教育してます？ 
トットちゃんとカマタ先生のずっとやくそく 
ネクタイと江戸前 
夜叉桜 
夕映え 
三面記事小説 
第四の闇 
月明かり 
任侠学園 
女衒の供養 
半次捕物控　髻塚不首尾一件始末 
つくもがみ貸します 
約束の地で 
名探偵の奇跡 
愛に似たもの 
まぼろしハワイ 
文学　2007 
ガタルカナル 
サイパン　―グァム・テニアン― 
ニューギニア 
サラソウジュの木の下で　　―インド植物ものがたり― 
永田農法おいしさの育て方 
日本の古典をよむ　14　方丈記　徒然草　歎異抄　 
夜明けの街で 

 
角 田 光 代 
木 村 紅 美 
今野　　敏 
沢田ふじ子 
佐 藤 雅 美 
真 保 裕 一 
鳥 羽 　 亮 
中 村 　 航 
中島たい子 
畠 中 　 惠 
藤 崎 慎 吾 
三浦しおん 
宮城谷昌光 
諸 田 玲 子 
諸星大二郎 
森 　 博 嗣  
山 本 一 力  
夢 枕 　 獏  
結 　 　 芽  
結 　 　 芽  
結 　 　 芽  
直居由美里 
梅棹忠夫〔ほか監修〕 
 
 
 
 
ジャン―クリストフ・ヴィクトル〔ほか著者〕　 
フレデリック・レルヌー〔地図作成〕　 
鳥取絹子〔訳者〕 
桜井進〔著者〕 
ニヤンタ・デシュパンデ〔監修者〕 
日野原重明 
 
桜 井 正 孝  
細 井 　 勝  
浅 田 次 郎  
内 田 春 菊  
黒柳徹子　鎌田實 
日本エッセイスト・クラブ〔編者〕 
あさのあつこ 
宇江佐真理 
角 田 光 代  
香 納 諒 一  
北原亜以子 
今 野 　 敏  
沢田ふじ子 
佐 藤 雅 美  
畠　中　惠 
馳 　 星 周  
日本推理作家協会〔編者〕 
唯 川 　 恵  
よしもとばなな 
日本文芸家協会〔編者〕 
西村　　誠 
西村　　誠 
西村　　誠 
西 岡 直 樹 
永田照喜治 
神田秀夫〔ほか校訂・訳者〕 
東 野 圭 吾  

■購入図書一覧（児童） 
請求記号  
378カ 
781タ 
781タ 
Eウ 
 

913オ 
 

913カ  

913キ  
913サ 

913ゾ  
913フ 

 
つくっちゃ王 
おばあちゃんはあそびの達人　新版　―お孫さんが３・４・５歳向き― 
新米おばあちゃんはあそびの達人　―お孫さんが０・１・２歳向き 
椿の詩　―（2007年５月３日）憲法施行60周年記念・出版― 
 
神出鬼没！月夜にドッキリ 
 

マリア探偵社悪魔のダイアリー  

恐怖のトンネルレストラン  
ちびまる子ちゃん　―アニメ版―　わたしの好きな歌 

ゾンビのレストラン 
 少女チャングムの夢　―アニメ版―　あこがれのスラッカンへ 

 
金子修〔文〕ちふゆ〔絵〕 
多 田 千 尋  
多 田 千 尋  
うすいしゅん〔絵〕 
茂吉雅典〔著者〕 
岡田貴久子〔作者〕 
ミヤハラヨウコ〔画家〕 
川北亮司〔作者〕 
大井知美〔画家〕 
たかいよしかず〔絵〕 
松谷みよ子〔責任編集〕 
さくらももこ〔原作〕 
かとうくみこ〔絵〕 
松谷みよ子〔責任編集〕 
藤田晋一〔文〕 

著　　者 書　　名 

書　　名 
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12

姉妹都市コーナー 

　秋から冬にかけて黒潮踊る太地浦の海岸付近では、早朝

から時折「カンカン！カンカンカン！！」と乾いた金属音が鳴

り響きます。 

　太地勇魚組合（勇魚…鯨の古式名）による追い込み漁です。

５トン前後の小型漁船十数隻が船団を組み金属の棒を海面

に浸し、その棒を叩いて音を鳴らしながら、ゴンドウクジラやイル

カなど小型の鯨類を湾内に追い込んで網で囲って捕獲します。 

　昔も今も、鯨が捕れると市場には人々が詰め寄せ慌しく

なり、町もいささか活気づきます。この風景は来年3月末ま

で太地浦の海岸沿いや平見台園地から眺めることができます。 

　「東洋一の大噴湯」と呼ばれ、20年前まで一般

公開されていた河津町峰地区にある温泉の源泉

の噴き上げが今年から復活しました。湯柱は、

高さ7メートルのやぐらを突きぬけて噴き上が

ります。自噴泉によるこれだけの噴き上げは、

全国的にも珍しいといわれています。晴れた日

に青空に向かってのびる真っ白い湯柱に、見物

客からの歓声があがっています。 

河津町 静岡県 太地町  和歌山県 

大噴湯20年ぶりに復活 冬の風物詩　「追い込み漁」 

いさな 

12月 
納期の税金 25日 

納期限 期　別 

国民健康保険税 

税　目 
第３期 
第８期 

固 定 資 産 税  

　12月納期の税金は左記の通りです。納期限に遅れな
いように納めましょう。 
　口座振替にされている方は25日振り替えとなります
ので、前日までに残高の確認をお願いします。 

　平成19年も残すところ後僅かとなりました。
　何かと忙しい時期ですが、今年一年を振り返り、また新しい年に思いを馳せる時期でもあります。
　今シーズンのスキー場は、11月の降雪により、一部オープンしたところもありますが、本格的な
シーズンに向けてさらなる降雪が待たれるところです。シーズンといえば…上記のとおり、年明け
早々に映画「銀色のシーズン」が公開となります。映画のヒットもそうですが、これをきっかけに、
より多くのお客様が白馬に来ていただけたらと期待してしまいます。
　これから寒さが厳しさを増してきます。灯油・ガソリン価格の高騰等不安な話題もありますが、
新年が今年以上に皆様にとってよりよい年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

　１月から４月にかけて村内で撮影が行われた映画 ｢銀色のシーズン｣ がスキーの日

である１月12日にロードショーとなります｡ 

　撮影にあたっては多くの方々にエキストラやボランティアとしてご協力いただき､

誠にありがとうございました｡ 


